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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月14日(2020.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記構造式Ｉ－ｃ′を有する化合物又は薬学的に許容されるその塩。
【化１】

　［式中、
　Ｒ１は
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【化２】

であり；
　Ｒ２は
【化３】

であり；
　Ｒ３は
【化４】
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であり；
　Ｒ４は
（１）水素、または
（２）（Ｃ１－３）アルキル、
であり、
　又は、Ｒ３及びＲ４は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、独立にＮ、Ｏ
及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～７員単環式若しくは６～１
０員二環式複素環を形成しており、ここで、当該複素環は、置換されていないか１～３個
のＲ６によって置換されており；そして、
　Ｒ６は、
　　（１）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（２）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（３）オキソ、
　　（４）（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（５）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル、
　　（６）ＮＨ２、
　　（７）ヒドロキシ、
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　　（８）置換されていないかハロによって置換されているフェニル、
　　（９）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（１０）シアノ、
　　（１１）ハロ、又は
　　（１２）－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ１－３）アルキル
である。］
【請求項２】
　Ｒ３及びＲ４が、それらが結合している窒素原子と一緒になって、
【化５】

を形成している、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ２が
【化６】

である、請求項１又は２のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ３が

【化７】

である、請求項１～３のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項５】
　（１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－メチ
ル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６
－カルボキサミド、
　（２）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェ
ン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサ
ミド、
　（３）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛１－［１
－オキシド－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－１Ｈ－インダ
ゾール－６－カルボキサミド、
　（４）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛１－［２
－（トリフルオロメチル）ピリミジン－５－イル］エチル｝－１Ｈ－インダゾール－６－
カルボキサミド、
　（５）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛（１Ｓ）
－２－ヒドロキシ－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－
１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
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　（６）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（１－メチ
ル－２－オキソピロリジン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（７）ｔｅｒｔ－ブチル４－［１－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フ
ルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）エチル］－１
Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート、
　（８）Ｎ－［（３Ｒ，４Ｒ）－４－アミノ－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェ
ン－３－イル］－３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（９）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［４－ヒド
ロキシ－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル］－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（１０）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［６－（
トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド
、
　（１１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛（１Ｒ
）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－１Ｈ－インダゾ
ール－６－カルボキサミド、
　（１２）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１Ｓ
）－２－メトキシ－１－メチルエチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１３）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛（１Ｓ
）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－１Ｈ－インダゾ
ール－６－カルボキサミド、
　（１４）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－（
１Ｈ－イミダゾール－４－イル）エチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１５）Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフ
ェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１６）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－メ
チル－１－（１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）エチル］－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（１７）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－［１－（３，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－イル）エチル］－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－
カルボキサミド、
　（１８）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛［６－
（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］メチル｝－１Ｈ－インダゾール－６－カル
ボキサミド、
　（１９）ｔｅｒｔ－ブチルＮ－｛［３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロ
フェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝－β－アラニネート、
　（２０）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－ス
ルファモイルエチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（２１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－オキセタ
ン－３－イル－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（２２）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（１－メ
チル－５－オキソピロリジン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（２３）３－（２－クロロフェニル）－６－［（３，３－ジオキシド－３－チア－６－
アザビシクロ［３．２．１］オクタ－６－イル）カルボニル］－１－（４－フルオロフェ
ニル）－１Ｈ－インダゾール、
　（２４）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ
－チオピラン－４－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－
カルボキサミド、
　（２５）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－［２－（ジメチルスルファモイル）エチル
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］－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（２６）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－［２－（エチルスルホニル）エチル］－１
－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（２７）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－メチル－
Ｎ－［１－（５－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）エチル］－１Ｈ－インダゾー
ル－６－カルボキサミド、
　（２８）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛１－メ
チル－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－１Ｈ－インダ
ゾール－６－カルボキサミド、
　（２９）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－［（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオ
フェン－３－イル）メチル］－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６
－カルボキサミド、
　（３０）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛（１Ｒ
）－２－ヒドロキシ－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝
－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（３１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（ピリジ
ン－３－イルメチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（３２）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（ピリジ
ン－２－イルメチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（３３）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（ピリジ
ン－４－イルメチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（３４）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１Ｓ
）－１－（２－メチルピリミジン－５－イル）エチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カル
ボキサミド、
　（３５）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（イミダ
ゾ［１，２－ａ］ピリミジン－２－イルメチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサ
ミド、
　（３６）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－（
４－メチル－４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－イル）エチル］－１Ｈ－インダゾー
ル－６－カルボキサミド、
　（３７）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（イソオ
キサゾール－４－イルメチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（３８）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（ピリミ
ジン－５－イルメチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（３９）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－（
４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－４－イル）エチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カル
ボキサミド、
　（４０）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（１，２
，５－チアジアゾール－３－イルメチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（４１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－（
５－メチル－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル）エチル］－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（４２）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－ヒ
ドロキシ－１，１－ジメチルエチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（４３）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－（
ヒドロキシメチル）シクロペンチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（４４）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１－
ヒドロキシシクロヘキシル）メチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（４５）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－メ
トキシエチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
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　（４６）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－ヒ
ドロキシ－１－（ヒドロキシメチル）－１－メチルエチル］－１Ｈ－インダゾール－６－
カルボキサミド、
　（４７）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［４－（
ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル］－１Ｈ－インダゾール－６
－カルボキサミド、
　（４８）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１Ｒ
，２Ｓ）－２－ヒドロキシ－１－（３－メチル－１，２，４－オキサジアゾール－５－イ
ル）プロピル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（４９）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛［２－
（トリフルオロメチル）ピリミジン－５－イル］メチル｝－１Ｈ－インダゾール－６－カ
ルボキサミド、
　（５０）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－｛（１Ｓ
）－１－［２－（トリフルオロメチル）ピリミジン－５－イル］エチル｝－１Ｈ－インダ
ゾール－６－カルボキサミド、
　（５１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１Ｒ
）－１－メチル－２－スルファモイルエチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミ
ド、
　（５２）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－オ
キソピロリジン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（５３）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－［２－（シクロヘキシルスルファモイル）
エチル］－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（５４）Ｎ－［２－（ベンジルスルファモイル）エチル］－３－（２－クロロフェニル
）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（５５）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－（
ピリジン－２－イルスルファモイル）エチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミ
ド、
　（５６）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－（
フェニルスルファモイル）エチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（５７）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（２，５－ジオキソピロリジン－３－イル
）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（５８）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（１－オ
キシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド
、
　（５９）メチル３－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル
）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）テトラヒドロチオフェン－３
－カルボキシレート、
　（６０）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－（
ピリジン－３－イルスルファモイル）エチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミ
ド、
　（６１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－（
ヒドロキシメチル）シクロプロピル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（６２）エチル１－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル
）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）シクロプロパンカルボキシレ
ート、
　（６３）メチル１－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル
）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）シクロペンタンカルボキシレ
ート、
　（６４）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（３，３－ジフルオロシクロペンチル）－
１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
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　（６５）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－（
ヒドロキシメチル）プロピル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（６６）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－２－ヒド
ロキシシクロヘキシル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド（シス）、
　（６７）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－２－ヒド
ロキシシクロヘキシル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド（トランス）、
　（６８）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１Ｓ
）－２－ヒドロキシ－１－メチルエチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（６９）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１Ｓ
）－１－（ヒドロキシメチル）－２－メチルプロピル］－１Ｈ－インダゾール－６－カル
ボキサミド、
　（７０）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［４－（
１－ヒドロキシ－１－メチルエチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル］－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（７１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［３－ヒ
ドロキシ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］－１Ｈ－インダゾール－６－
カルボキサミド、
　（７２）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－ヒ
ドロキシ－５－メチルシクロペンチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（７３）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－（
２，２，２－トリフルオロ－１－ヒドロキシエチル）ペンチル］－１Ｈ－インダゾール－
６－カルボキサミド、
　（７４）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－ヒ
ドロキシ－１－（メトキシメチル）－２－フェニルエチル］－１Ｈ－インダゾール－６－
カルボキサミド、
　（７５）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－（
ヒドロキシメチル）－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１－イル］－１Ｈ－インダゾ
ール－６－カルボキサミド、
　（７６）ｔｅｒｔ－ブチル３－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオ
ロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）－４－ヒドロキシ
ピロリジン－１－カルボキシレート、
　（７７）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（テトラ
ヒドロフラン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（７８）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１－シクロプロピル－２－ヒドロキシエ
チル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（７９）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－ヒ
ドロキシ－１－メチルエチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（８０）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－ヒ
ドロキシ－１－（ヒドロキシメチル）－２－フェニルエチル］－１Ｈ－インダゾール－６
－カルボキサミド、
　（８１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３，３
，３－トリフルオロ－２－ヒドロキシ－１－メチルプロピル）－１Ｈ－インダゾール－６
－カルボキサミド、
　（８２）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－ヒ
ドロキシ－１－フェニルエチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（８３）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－ヒ
ドロキシシクロペンチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（８４）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－シクロペンチル－１－（４－フルオロフェ
ニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（８５）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－ヒ
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ドロキシ－１，１－ビス（ヒドロキシメチル）エチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カル
ボキサミド、
　（８６）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（テトラ
ヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（８７）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－［２，３－ジヒドロキシ－４－（ヒドロキ
シメチル）シクロペンチル］－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６
－カルボキサミド、
　（８８）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［１－（
ヒドロキシメチル）シクロブチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（８９）メチル３－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル
）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）テトラヒドロチオフェン－３
－カルボキシレート１－オキシド、
　（９０）メチル３－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル
）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）テトラヒドロチオフェン－３
－カルボキシレート１，１－ジオキシド、
　（９１）ｔｅｒｔ－ブチル６－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオ
ロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）－１，４－チアゼ
パン－４－カルボキシレート１，１－ジオキシド、
　（９２）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［３－（
ヒドロキシメチル）－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル］－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（９３）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１Ｓ
）－１－（ヒドロキシメチル）－３－（メチルスルファニル）プロピル］－１Ｈ－インダ
ゾール－６－カルボキサミド、
　（９４）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－ヒ
ドロキシシクロペンチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（９５）Ｎ－［１－カルバモイル－２－メチルプロピル］－３－（２－クロロフェニル
）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（９６）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［２－ヒ
ドロキシシクロペンチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（９７）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１Ｓ
，２Ｓ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド
、
　（９８）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［３－（
ヒドロキシメチル）テトラヒドロチオフェン－３－イル］－１Ｈ－インダゾール－６－カ
ルボキサミド、
　（９９）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１Ｓ
）－１－（ヒドロキシメチル）－２，２－ジメチルプロピル］－１Ｈ－インダゾール－６
－カルボキサミド、
　（１００）ｔｅｒｔ－ブチル（３Ｓ）－３－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－
（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）ピロ
リジン－１－カルボキシレート、
　（１０１）ｔｅｒｔ－ブチル（３Ｒ）－３－（｛［３－（２－クロロフェニル）－１－
（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－イル］カルボニル｝アミノ）ピロ
リジン－１－カルボキシレート、
　（１０２）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシド－１，４－チアゼ
パン－６－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキ
サミド、
　（１０３）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１
Ｓ，２Ｓ）－１－（ヒドロキシメチル）－２－メチルブチル］－１Ｈ－インダゾール－６
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－カルボキサミド、
　（１０４）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－
オキソシクロブチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１０５）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１－シアノシクロプロピル）－１－（
４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１０６）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１
Ｒ，２Ｓ）－２－ヒドロキシ－１－メチル－２－フェニルエチル］－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（１０７）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１
Ｒ，２Ｒ）－２－ヒドロキシ－１－メチル－２－フェニルエチル］－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（１０８）Ｎ－［１－（４－ブロモフェニル）－３－ヒドロキシシクロブチル］－３－
（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カ
ルボキサミド、
　（１０９）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－
モルホリン－４－イル－１－フェニルプロピル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサ
ミド、
　（１１０）Ｎ－［（１Ｓ）－１－ベンジル－２－ヒドロキシエチル］－３－（２－クロ
ロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミ
ド、
　（１１１）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（（２
Ｓ，３Ｓ，４Ｓ，６Ｓ）－３－ヒドロキシ－６－メトキシ－２－メチルテトラヒドロ－２
Ｈ－ピラン－４－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１１２）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（１－
メチル－２－ピリジン－２－イルエチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１１３）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－
ヒドロキシ－１，１－ジメチルブチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１１４）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１
－ヒドロキシシクロプロピル）メチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１１５）３－（２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－［（１
Ｒ，２Ｓ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミ
ド、
　（１６７）１－ベンジル－３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテ
トラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１６８）１－（４－クロロベンジル）－３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１
－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキ
サミド、
　（１６９）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオ
フェン－３－イル）－１－（１－メチルエチル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサ
ミド、
　（１７０）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオ
フェン－３－イル）－１－（４－フルオロベンジル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボ
キサミド、
　（１７１）３－（２－クロロフェニル）－１－（５－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ
－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－イン
ダゾール－６－カルボキサミド、
　（１７２）３－（２－クロロフェニル）－１－（５－フルオロピリジン－２－イル）－
Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－カルボキサミド、
　（１７３）３－（２－クロロフェニル）－１－（５－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ
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－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６
－カルボキサミド、
　（１７４）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテト
ラヒドロチオフェン－３－イル）－１－ピリジン－２－イル－１Ｈ－インダゾール－６－
カルボキサミド、
　（１７５）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオ
フェン－３－イル）－１－ピリジン－２－イル－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミ
ド、
　（１７６）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオ
フェン－３－イル）－１－（５－フルオロピリジン－２－イル）－１Ｈ－インダゾール－
６－カルボキサミド、
　（１７９）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテト
ラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（チアゾール－４－イル）－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（１８０）メチル３－｛３－（２－クロロフェニル）－６－［（３－メチル－１，１－
ジオキシドテトラヒドロ－チオフェン－３－イル）カルバモイル］－１Ｈ－インダゾール
－１－イル｝ベンゾエート、
　（１８１）３－（２－クロロフェニル）－１－（５－フルオロピリミジン－２－イル）
－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１８２）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテト
ラヒドロチオフェン－３－イル）－１－［５－（トリフルオロメチル）－１，３，４－チ
アジアゾール－２－イル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１８３）１－（５－ｔｅｒｔ－ブチル－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－
３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオ
フェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１８４）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテト
ラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－
１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１８５）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテト
ラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（５－メチルピリジン－２－イル）－１Ｈ－イン
ダゾール－６－カルボキサミド、
（１８６）３－（２－クロロフェニル）－１－（６－メトキシピリジン－２－イル）－Ｎ
－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－イン
ダゾール－６－カルボキサミド、
　（１８７）メチル４－｛３－（２－クロロフェニル）－６－［（３－メチル－１，１－
ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）カルバモイル］－１Ｈ－インダゾール－
１－イル｝ベンゾエート、
　（１８８）エチル２－｛３－（２－クロロフェニル）－６－［（３－メチル－１，１－
ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）カルバモイル］－１Ｈ－インダゾール－
１－イル｝－１，３－オキサゾール－４－カルボキシレート、
　（１８９）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテト
ラヒドロチオフェン－３－イル）－１－ピリジン－３－イル－１Ｈ－インダゾール－６－
カルボキサミド、
　（１９０）３－（２－クロロフェニル）－１－（５－シクロプロピル－１，３，４－チ
アジアゾール－２－イル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフ
ェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、及び
　（１９１）３－（２－クロロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテト
ラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）－１
Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド
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　からなる群から選択される化合物又は薬学的に許容されるその塩。
【請求項６】
　（１１６）３－（３－シアノフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオ
フェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボ
キサミド、
　（１１７）３－（３－シアノフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－
メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（１１８）３－（２－クロロ－５－シアノフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）
－Ｎ－［１－（ヒドロキシメチル）シクロブチル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキ
サミド、
　（１１９）３－（２－クロロ－５－シアノフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）
－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１２０）３－（２－クロロ－５－シアノフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテト
ラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（１２１）３－（５－カルバモイル－２－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェ
ニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－
１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１２２）３－（５－カルバモイル－２－クロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシ
ドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダ
ゾール－６－カルボキサミド、
　（１２３）３－（２－クロロ－５－シアノフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）
－Ｎ－［（１Ｓ）－１－（ヒドロキシメチル）－２－メチルプロピル］－１Ｈ－インダゾ
ール－６－カルボキサミド、
　（１２４）３－（３－シクロプロピルフェニル）－１－（５－フルオロピリジン－２－
イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１－（ヒドロキシメチル）－２－メチルプロピル］－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－カルボキサミド、
　（１２５）３－（３－シクロプロピルフェニル）－１－（５－フルオロピリジン－２－
イル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－
１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１２６）３－（３－シクロプロピルフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒ
ドロチオフェン－３－イル）－１－（５－フルオロピリジン－２－イル）－１Ｈ－インダ
ゾール－６－カルボキサミド、
　（１２７）３－（２－クロロ－５－シアノフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテト
ラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（５－フルオロピリジン－２－イル）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－カルボキサミド、
　（１２８）３－［３－（ジフルオロメトキシ）フェニル］－１－（５－フルオロピリジ
ン－２－イル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－
イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１２９）３－（３－シアノフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオ
フェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボ
キサミド、
　（１３０）３－（２，３－ジクロロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒド
ロ－チオフェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６
－カルボキサミド、
　（１３１）Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（４
－フルオロフェニル）－３－（３－メトキシフェニル）－１Ｈ－インダゾール－６－カル
ボキサミド、
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　（１３２）３－（２，６－ジフルオロフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒ
ドロ－チオフェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－
６－カルボキサミド、
　（１３３）Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（４
－フルオロフェニル）－３－ピリミジン－５－イル－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキ
サミド、
　（１３４）Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（４
－フルオロフェニル）－３－ピリジン－３－イル－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサ
ミド、
　（１３５）３－（２－クロロピリジン－３－イル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラ
ヒドロチオフェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－
６－カルボキサミド、
　（１３６）３－［３－（ジフルオロメトキシ）フェニル］－Ｎ－（１，１－ジオキシド
テトラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾ
ール－６－カルボキサミド、
　（１３７）３－（５－クロロ－２－メトキシピリジン－４－イル）－Ｎ－（１，１－ジ
オキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１３８）３－（５－クロロ－２－メトキシピリジン－３－イル）－Ｎ－（１，１－ジ
オキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１３９）３－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－１－（４－フルオロフェ
ニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－
１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１４０）１－（４－フルオロフェニル）－３－（２－メトキシピリジン－４－イル）
－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１４１）３－（５－クロロ－２－メトキシピリジン－４－イル）－１－（４－フルオ
ロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イ
ル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１４２）３－（５－クロロ－２－メトキシピリジン－３－イル）－１－（４－フルオ
ロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イ
ル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１４３）３－［３－（ジフルオロメトキシ）フェニル］－１－（４－フルオロフェニ
ル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１
Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１４４）１－（４－フルオロフェニル）－３－（３－メトキシフェニル）－Ｎ－（３
－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾー
ル－６－カルボキサミド、
　（１４５）３－（３－シクロプロピルフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ
－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－イン
ダゾール－６－カルボキサミド、
　（１４６）３－（５－シアノピリジン－３－イル）－１－（４－フルオロフェニル）－
Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－イ
ンダゾール－６－カルボキサミド、
　（１４７）１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテ
トラヒドロチオフェン－３－イル）－３－［３－（２，２，２－トリフルオロエトキシ）
フェニル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１４８）３－［３－（ジメチルカルバモイル）フェニル］－１－（４－フルオロフェ
ニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－
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１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１４９）３－（３－カルバモイルフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－
（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダ
ゾール－６－カルボキサミド、
　（１５０）１－（４－フルオロフェニル）－３－［３－（１－ヒドロキシ－１－メチル
エチル）フェニル］－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－
３－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１５１）３－（５－シアノ－２－フルオロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル
）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ
－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１５２）３－（６－クロロ－２－フルオロピリジン－３－イル）－１－（４－フルオ
ロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イ
ル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１５３）１－（４－フルオロフェニル）－３－（５－フルオロピリジン－３－イル）
－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１５４）１－（４－フルオロフェニル）－３－（２－フルオロピリジン－３－イル）
－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１５５）１－（４－フルオロフェニル）－３－（６－メトキシピリジン－３－イル）
－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－
インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１５６）１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテ
トラヒドロチオフェン－３－イル）－３－（３－メチルフェニル）－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（１５７）３－（３，５－ジクロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－
（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダ
ゾール－６－カルボキサミド、
　（１５８）３－（３－クロロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－
メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－インダゾール
－６－カルボキサミド、
　（１５９）１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテ
トラヒドロチオフェン－３－イル）－３－［２－（トリフルオロメチル）ピリジン－４－
イル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１６０）３－［２－クロロ－５－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－（４－フ
ルオロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３
－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１６１）３－（５－シアノ－２－フルオロ－３－メトキシフェニル）－１－（４－フ
ルオロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３
－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１６２）１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテ
トラヒドロチオフェン－３－イル）－３－フェニル－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキ
サミド、
　（１６３）１－（４－フルオロフェニル）－３－（１－メチル－１Ｈ－ベンゾトリアゾ
ール－６－イル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３
－イル）－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１６４）１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテ
トラヒドロチオフェン－３－イル）－３－［３－（５－メチル－１，３，４－オキサジア
ゾール－２－イル）フェニル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１６５）１－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキシドテ
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トラヒドロチオフェン－３－イル）－３－［３－（１Ｈ－ピラゾール－１－イル）フェニ
ル］－１Ｈ－インダゾール－６－カルボキサミド、
　（１６６）３－（６－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）カ
ルバモイル）－１－（４－フルオロフェニル）－１Ｈ－インダゾール－３－イル）ピリジ
ン１－オキシド、
　（１７７）３－（３－シアノフェニル）－Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロチオ
フェン－３－イル）－１－（５－フルオロピリジン－２－イル）－１Ｈ－インダゾール－
６－カルボキサミド、及び
　（１７８）－（３－シアノフェニル）－１－（５－フルオロピリジン－２－イル）－Ｎ
－（３－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロチオフェン－３－イル）－１Ｈ－イン
ダゾール－６－カルボキサミド
　からなる群から選択される化合物又は薬学的に許容されるその塩。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の化合物又は薬学的に許容されるその塩、及び薬学
的に許容される担体を含む医薬組成物。
【請求項８】
　処置を必要とする哺乳動物でのＤＧＡＴ２の拮抗作用に応答する障害、症状若しくは疾
患の治療に有用な医薬の調製のための、下記構造式Ｉ′を有する化合物又は薬学的に許容
されるその塩の使用。
【化８】

　［式中、
　Ｒ１は、
　　（１）置換されていないか１～３個のＲ５によって置換されている６員アリール、又
は
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
，６若しくは９員ヘテロアリール又は９員二環式複素環［当該ヘテロアリールは、置換さ
れていないか１～３個のＲ５によって置換されている。］
であり；
　Ｒ２は、
　　（１）置換されていないか１～３個のＲ７によって置換されている６員アリール、
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、置換されていないか１～３個のＲ
７によって置換されている。］、
　　（３）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（４）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～６
員複素環、又は
　　（５）－ＣＨ２－６員アリール［当該アリールは、置換されていないか１～３個のＲ
７によって置換されている。］
であり；
　Ｒ３は、
　　（１）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～７
員複素環、
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
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若しくは６員ヘテロアリール、
　　（３）－（Ｃ１－６）アルキル－ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、独立にＮ
、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５若しくは６員ヘテロ
アリールである。］、
　　（４）－（Ｃ１－６）アルキル－６員アリール、
　　（５）－（Ｃ１－６）アルキル－複素環［当該複素環は、独立にＮ、Ｏ及びＳから選
択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む３～６員環である。］、
　　（６）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（７）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル、
　　（８）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ９ａＲ９ｂ、
　　（９）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ１－３）アルキル、
　　（１０）－（Ｃ１－３）アルキル－ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは８～１０
員縮合環であり、ここで、当該ヘテロアリールは、独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１
、２、３若しくは４個のヘテロ原子を含む。］、
　　（１１）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（１２）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ９ａ－（Ｃ３－６）シクロアル
キル、
　　（１３）－（Ｃ１－６）アルキル－（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（１４）（Ｃ３－６）シクロアルキル、又は
　　（１５）９～１０員縮合アリール
であり、
　　各アリール、ヘテロアリール、シクロアルキル又は複素環は、置換されていないか１
～３個のＲ６によって置換されており、ここで、各アルキルは、置換されていないか１～
３個のＲ８によって置換されており；
　Ｒ４は、
　　（１）水素、
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル
であり、
　又は、Ｒ３及びＲ４は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、独立にＮ、Ｏ
及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～７員単環式若しくは６～１
０員二環式複素環を形成しており、ここで、当該複素環は、置換されていないか１～３個
のＲ６によって置換されており；
　Ｒ５は、
　　（１）シアノ、
　　（２）ハロ、
　　（３）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（４）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、
　　（５）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１０ａＲ１０ｂ、
　　（６）（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（７）ヒドロキシ、
　　（８）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（９）（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１０）－ＮＲ１０ａＲ１０ｂ、
　　（１１）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む
５員ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、置換されていないか１～２個のＲ７によっ
て置換されている。］、
　　（１２）ハロ（Ｃ１－６）アルキル－、又は
　　（１３）ハロ（Ｃ１－６）アルコキシ－
であり；
　Ｒ６は、
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　　（１）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（２）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（３）オキソ、
　　（４）（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（５）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル、
　　（６）ＮＨ２、
　　（７）ヒドロキシ、
　　（８）置換されていないかハロによって置換されているフェニル、
　　（９）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（１０）（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１１）ハロ（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１２）シアノ、又は
　　（１３）ハロ
であり；
　Ｒ７は、
　　（１）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（２）ハロ、
　　（３）（Ｃ１－３）アルコキシ－、
　　（４）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（５）（Ｃ３－６）シクロアルキル、又は
　　（６）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－３）アルキル
であり；
　Ｒ８は、
　　（１）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（２）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（３）（Ｃ１－３）アルコキシ－、
　　（４）ヒドロキシ、
　　（５）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（６）（Ｃ１－３）アルキル－Ｓ－、
　　（７）－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ９ａＲ９ｂ、又は
　　（８）フェニル
であり；
　Ｒ９ａ及びＲ９ｂは独立に、
　　（１）水素、
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（３）－（Ｃ１－３）アルキル－フェニル、
　　（４）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール、又は
　　（５）フェニル
であり；
　Ｒ１０ａ及びＲ１０ｂは独立に、
　　（１）水素、又は
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル
である。］
【請求項９】
　肝脂肪変性、アテローム性動脈硬化症、２型糖尿病、肥満、高脂血症又は高コレステロ
ール血症の治療用の医薬の製造のための、下記構造式Ｉ′を有する化合物又は薬学的に許
容されるその塩の使用。
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【化９】

　［式中、
　Ｒ１は、
　　（１）置換されていないか１～３個のＲ５によって置換されている６員アリール、又
は
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
，６若しくは９員ヘテロアリール又は９員二環式複素環［当該ヘテロアリールは、置換さ
れていないか１～３個のＲ５によって置換されている。］
であり；
　Ｒ２は、
　　（１）置換されていないか１～３個のＲ７によって置換されている６員アリール、
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、置換されていないか１～３個のＲ
７によって置換されている。］、
　　（３）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（４）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～６
員複素環、又は
　　（５）－ＣＨ２－６員アリール［当該アリールは、置換されていないか１～３個のＲ
７によって置換されている。］
であり；
　Ｒ３は、
　　（１）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～７
員複素環、
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール、
　　（３）－（Ｃ１－６）アルキル－ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、独立にＮ
、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５若しくは６員ヘテロ
アリールである。］、
　　（４）－（Ｃ１－６）アルキル－６員アリール、
　　（５）－（Ｃ１－６）アルキル－複素環［当該複素環は、独立にＮ、Ｏ及びＳから選
択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む３～６員環である。］、
　　（６）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（７）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル、
　　（８）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ９ａＲ９ｂ、
　　（９）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ１－３）アルキル、
　　（１０）－（Ｃ１－３）アルキル－ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは８～１０
員縮合環であり、ここで、当該ヘテロアリールは、独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１
、２、３若しくは４個のヘテロ原子を含む。］、
　　（１１）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（１２）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ９ａ－（Ｃ３－６）シクロアル
キル、
　　（１３）－（Ｃ１－６）アルキル－（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（１４）（Ｃ３－６）シクロアルキル、又は
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　　（１５）９～１０員縮合アリール
であり、
　　各アリール、ヘテロアリール、シクロアルキル又は複素環は、置換されていないか１
～３個のＲ６によって置換されており、ここで、各アルキルは、置換されていないか１～
３個のＲ８によって置換されており；
　Ｒ４は、
　　（１）水素、
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル
であり、
　又は、Ｒ３及びＲ４は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、独立にＮ、Ｏ
及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～７員単環式若しくは６～１
０員二環式複素環を形成しており、ここで、当該複素環は、置換されていないか１～３個
のＲ６によって置換されており；
　Ｒ５は、
　　（１）シアノ、
　　（２）ハロ、
　　（３）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（４）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、
　　（５）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１０ａＲ１０ｂ、
　　（６）（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（７）ヒドロキシ、
　　（８）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（９）（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１０）－ＮＲ１０ａＲ１０ｂ、
　　（１１）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む
５員ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、置換されていないか１～２個のＲ７によっ
て置換されている。］、
　　（１２）ハロ（Ｃ１－６）アルキル－、又は
　　（１３）ハロ（Ｃ１－６）アルコキシ－
であり；
　Ｒ６は、
　　（１）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（２）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（３）オキソ、
　　（４）（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（５）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル、
　　（６）ＮＨ２、
　　（７）ヒドロキシ、
　　（８）置換されていないかハロによって置換されているフェニル、
　　（９）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（１０）（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１１）ハロ（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１２）シアノ、又は
　　（１３）ハロ
であり；
　Ｒ７は、
　　（１）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（２）ハロ、
　　（３）（Ｃ１－３）アルコキシ－、
　　（４）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
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　　（５）（Ｃ３－６）シクロアルキル、又は
　　（６）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－３）アルキル
であり；
　Ｒ８は、
　　（１）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（２）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（３）（Ｃ１－３）アルコキシ－、
　　（４）ヒドロキシ、
　　（５）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（６）（Ｃ１－３）アルキル－Ｓ－、
　　（７）－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ９ａＲ９ｂ、又は
　　（８）フェニル
であり；
　Ｒ９ａ及びＲ９ｂは独立に、
　　（１）水素、
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（３）－（Ｃ１－３）アルキル－フェニル、
　　（４）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール、又は
　　（５）フェニル
であり；
　Ｒ１０ａ及びＲ１０ｂは独立に、
　　（１）水素、又は
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル
である。］
【請求項１０】
　アテローム性動脈硬化症の治療のためである、請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　治療において使用するための、下記構造式Ｉ′を有する化合物又は薬学的に許容される
その塩。
【化１０】

　［式中、
　Ｒ１は、
　　（１）置換されていないか１～３個のＲ５によって置換されている６員アリール、又
は
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
，６若しくは９員ヘテロアリール又は９員二環式複素環［当該ヘテロアリールは、置換さ
れていないか１～３個のＲ５によって置換されている。］
であり；
　Ｒ２は、
　　（１）置換されていないか１～３個のＲ７によって置換されている６員アリール、
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、置換されていないか１～３個のＲ



(23) JP 2020-502058 A5 2020.10.22

７によって置換されている。］、
　　（３）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（４）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～６
員複素環、又は
　　（５）－ＣＨ２－６員アリール［当該アリールは、置換されていないか１～３個のＲ
７によって置換されている。］
であり；
　Ｒ３は、
　　（１）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～７
員複素環、
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール、
　　（３）－（Ｃ１－６）アルキル－ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、独立にＮ
、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５若しくは６員ヘテロ
アリールである。］、
　　（４）－（Ｃ１－６）アルキル－６員アリール、
　　（５）－（Ｃ１－６）アルキル－複素環［当該複素環は、独立にＮ、Ｏ及びＳから選
択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む３～６員環である。］、
　　（６）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（７）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル、
　　（８）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ９ａＲ９ｂ、
　　（９）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ１－３）アルキル、
　　（１０）－（Ｃ１－３）アルキル－ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、８～１
０員縮合環であり、ここで、当該ヘテロアリールは、独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される
１、２、３若しくは４個のヘテロ原子を含む。］、
　　（１１）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（１２）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ９ａ－（Ｃ３－６）シクロアル
キル、
　　（１３）－（Ｃ１－６）アルキル－（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（１４）（Ｃ３－６）シクロアルキル、又は
　　（１５）９～１０員縮合アリール
であり、
　　各アリール、ヘテロアリール、シクロアルキル又は複素環は、置換されていないか１
～３個のＲ６によって置換されており、ここで、各アルキルは、置換されていないか１～
３個のＲ８によって置換されており；
　Ｒ４は、
　　（１）水素、
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル
であり、
　又は、Ｒ３及びＲ４は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、独立にＮ、Ｏ
及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～７員単環式若しくは６～１
０員二環式複素環を形成しており、ここで、当該複素環は、置換されていないか１～３個
のＲ６によって置換されており；
　Ｒ５は、
　　（１）シアノ、
　　（２）ハロ、
　　（３）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（４）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、
　　（５）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１０ａＲ１０ｂ、
　　（６）（Ｃ３－６）シクロアルキル、
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　　（７）ヒドロキシ、
　　（８）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（９）（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１０）－ＮＲ１０ａＲ１０ｂ、
　　（１１）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む
５員ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、置換されていないか１～２個のＲ７によっ
て置換されている。］、
　　（１２）ハロ（Ｃ１－６）アルキル－、又は
　　（１３）ハロ（Ｃ１－６）アルコキシ－
であり；
　Ｒ６は、
　　（１）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（２）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（３）オキソ、
　　（４）（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（５）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル、
　　（６）ＮＨ２、
　　（７）ヒドロキシ、
　　（８）置換されていないかハロによって置換されているフェニル、
　　（９）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（１０）（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１１）ハロ（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１２）シアノ、又は
　　（１３）ハロ
であり；
　Ｒ７は、
　　（１）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（２）ハロ、
　　（３）（Ｃ１－３）アルコキシ－、
　　（４）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（５）（Ｃ３－６）シクロアルキル、又は
　　（６）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－３）アルキル
であり；
　Ｒ８は、
　　（１）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（２）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（３）（Ｃ１－３）アルコキシ－、
　　（４）ヒドロキシ、
　　（５）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（６）（Ｃ１－３）アルキル－Ｓ－、
　　（７）－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ９ａＲ９ｂ、又は
　　（８）フェニル
であり；
　Ｒ９ａ及びＲ９ｂは独立に、
　　（１）水素、
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（３）－（Ｃ１－３）アルキル－フェニル、
　　（４）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール、又は
　　（５）フェニル
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であり；
　Ｒ１０ａ及びＲ１０ｂは独立に、
　　（１）水素、又は
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル
である。］
【請求項１２】
　治療上有効量の下記構造式Ｉ′を有する化合物又は薬学的に許容されるその塩を含む、
処置を必要とする患者におけるアテローム性動脈硬化症、肝脂肪変性、アテローム性動脈
硬化症、２型糖尿病、肥満、高脂血症又は高コレステロール血症の治療用の医薬組成物。
【化１１】

　［式中、
　Ｒ１は、
　　（１）置換されていないか１～３個のＲ５によって置換されている６員アリール、又
は
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
，６若しくは９員ヘテロアリール又は９員二環式複素環［当該ヘテロアリールは、置換さ
れていないか１～３個のＲ５によって置換されている。］
であり；
　Ｒ２は、
　　（１）置換されていないか１～３個のＲ７によって置換されている６員アリール、
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、置換されていないか１～３個のＲ
７によって置換されている。］、
　　（３）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（４）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～６
員複素環、又は
　　（５）－ＣＨ２－６員アリール［当該アリールは、置換されていないか１～３個のＲ
７によって置換されている。］
であり；
　Ｒ３は、
　　（１）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～７
員複素環、
　　（２）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール、
　　（３）－（Ｃ１－６）アルキル－ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、独立にＮ
、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５若しくは６員ヘテロ
アリールである。］、
　　（４）－（Ｃ１－６）アルキル－６員アリール、
　　（５）－（Ｃ１－６）アルキル－複素環［当該複素環は、独立にＮ、Ｏ及びＳから選
択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む３～６員環である。］、
　　（６）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（７）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル、
　　（８）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ９ａＲ９ｂ、
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　　（９）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ１－３）アルキル、
　　（１０）－（Ｃ１－３）アルキル－ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは８～１０
員縮合環であり、ここで、当該ヘテロアリールは、独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１
、２、３若しくは４個のヘテロ原子を含む。］、
　　（１１）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（１２）－（Ｃ１－６）アルキル－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ９ａ－（Ｃ３－６）シクロアル
キル、
　　（１３）－（Ｃ１－６）アルキル－（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（１４）（Ｃ３－６）シクロアルキル、又は
　　（１５）９～１０員縮合アリール
であり、
　　各アリール、ヘテロアリール、シクロアルキル又は複素環は、置換されていないか１
～３個のＲ６によって置換されており、ここで、各アルキルは、置換されていないか１～
３個のＲ８によって置換されており；
　Ｒ４は、
　　（１）水素、
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル
であり、
　又は、Ｒ３及びＲ４は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、独立にＮ、Ｏ
及びＳから選択される１若しくは２個のヘテロ原子を含む４～７員単環式若しくは６～１
０員二環式複素環を形成しており、ここで、当該複素環は、置換されていないか１～３個
のＲ６によって置換されており；
　Ｒ５は、
　　（１）シアノ、
　　（２）ハロ、
　　（３）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（４）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、
　　（５）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１０ａＲ１０ｂ、
　　（６）（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（７）ヒドロキシ、
　　（８）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（９）（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１０）－ＮＲ１０ａＲ１０ｂ、
　　（１１）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む
５員ヘテロアリール［当該ヘテロアリールは、置換されていないか１～２個のＲ７によっ
て置換されている。］、
　　（１２）ハロ（Ｃ１－６）アルキル－、又は
　　（１３）ハロ（Ｃ１－６）アルコキシ－
であり；
　Ｒ６は、
　　（１）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（２）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（３）オキソ、
　　（４）（Ｃ３－６）シクロアルキル、
　　（５）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル、
　　（６）ＮＨ２、
　　（７）ヒドロキシ、
　　（８）置換されていないかハロによって置換されているフェニル、
　　（９）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（１０）（Ｃ１－６）アルコキシ－、
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　　（１１）ハロ（Ｃ１－６）アルコキシ－、
　　（１２）シアノ、又は
　　（１３）ハロ
であり；
　Ｒ７は、
　　（１）（Ｃ１－６）アルキル、
　　（２）ハロ、
　　（３）（Ｃ１－３）アルコキシ－、
　　（４）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（５）（Ｃ３－６）シクロアルキル、又は
　　（６）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ１－３）アルキル
であり；
　Ｒ８は、
　　（１）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（２）ヒドロキシ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（３）（Ｃ１－３）アルコキシ－、
　　（４）ヒドロキシ、
　　（５）ハロ（Ｃ１－３）アルキル－、
　　（６）（Ｃ１－３）アルキル－Ｓ－、
　　（７）－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ９ａＲ９ｂ、又は
　　（８）フェニル
であり；
　Ｒ９ａ及びＲ９ｂは独立に、
　　（１）水素、
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル、
　　（３）－（Ｃ１－３）アルキル－フェニル、
　　（４）独立にＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子を含む５
若しくは６員ヘテロアリール、又は
　　（５）フェニル
であり；
　Ｒ１０ａ及びＲ１０ｂは独立に、
　　（１）水素、又は
　　（２）（Ｃ１－３）アルキル
である。］
【請求項１３】
　アテローム性動脈硬化症を治療するための請求項１２に記載の医薬組成物。
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